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オブジェクト指向開発

オブジェクト指向開発は,アプリケーションの骨格や汎(はん)用部品を高度にモデル化精練して提供するクラスデベロッパと,対象業務を

分析し,それに合わせてシステムを作り上げるアプリケーションカスタマイザの共同作業により,質の高いシステムを効率よく構築することが

可能となる｡

オブジェクト指向技術は,人や書類など目にみえ

る｢もの(オブジェクト)+に対応したソフトウェア

部品を作り,それを組み合わせることで,保守性の

良い情報システムを構築する技術である｡しかし,

その効果を十分に引き出すためには,システム化の

対象業務をよく理解し,上手に｢オブジェクト+を

とらえる必要がある｡そこで,過去の分析･設計の

経験から得た｢オブジェクト+のとらえ方のノウハ

ウをわかりやすい手順として制定した｢日立オブジ

ェクト指向開発標準手順+を開発した｡

この標準手順の特徴は,ユーザーの要求を段階的

に分析･設計に反映する｢スパイラルアプローチ+

と呼ぶ開発法を取り入れた点にある｡これにより,

ユーザー要求を的確に把握し,かつ保守性の良いソ

フトウェア部品構成が作成でき,高品質なシステム

構築が容易になった｡

また,この標準手順の実施を支援するツール群も

あわせて開発し,製品化した｡

*l+束製作所ビジネスシステム開発センタ **【】立製作所情報システム事業部 ***‖立製作所システム開発研究所
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実世界

n はじめに

オブジェクト指向の考え方で構築されたシステムは理

解しやすく,かつ拡張性が高いという特徴があり,その

考え方はCSS(ClientServerSystem)すなわちクライア

ントとサーバが通信しながら所望の処理を実現する形態

のシステムとの親和性が良いとも言われている1)｡その

ため,報告される開発事例も増加してきている2)｡

オブジェクト指向の考え方を正しく理解し,実践する

ことは難しい｡しかし,実際の開発では,例えば｢何を

オブジェクトにすべきか+,｢構築したモデルは正しいか+

などの判断が,オブジェクト指向の経験の浅い開発者に

任せられることが多い｡このような状況に対し,ビジネ

スアプリケーションの開発という観点から,実戟的なか

つ初心者にもわかりやすいオブジェクト指向開発標準手

順を開発した｡

ここでは,オブジェクト指向開発および開発方法論に

ついて概説し,その後,日立オブジェクト指向開発標準

手順の特徴について述べる｡

凶 オブジェクト指向開発

2.1オブジェクト指向開発の概要

オブジェクト指向開発とは,システム化する業務領域

に存在するものや概念を,オブジェクトという単位でモ

デル化してコンピュータ上に実現することである｡以下

に一般的な開発手順を示す(図1参月別｡

(1)ステップ1:要求定義

開発するシステムに要求される業務上の仕様を決定する｡

(2)ステップ2:分 析

対象業務領域のオブジェクトを抽出し,それらの間の

関係を明らかにするオブジェクトモデル,オブジェクト

の動作や反応を規定する垂加勺モデル,およびオフやジェク

トへの入力から出力への変換を表現する機能モデルを構

築する｡

(3)ステップ3:設 計

分析で得られたオブジェクトをコンピュータ上に実現

するために,オブジェクトモデル,動的モデル,および

機能モデルを詳細化する｡さらに,ユーザーインタフェ

ースやデータベースなどを接続するための構造を決定

する｡

(4)ステップ4:実 装

設計の結果をプログラムに変換する｡

オブジェクト指向開発では,｢もの+という単位のとり
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図1オブジェクト指向開発の概要

オブジェクト指向開発は,実世界に存在するものをとらえ(分

析),構造を整理し(設計),オブジェクト単位にプログラムを作成す

る(実装)｡

方がシステムのよしあしを左右する｡そのため,(1)要求

仕様からオブジェクト候補を獲得するための要求仕様定

義ガイドライン,(2)分析と設計でのオブジェクト抽出ガ

イドライン,(3)分析と設計の範囲を分けるためのマルチ

コンポーネントなどの考え方を導入した開発標準手順を

開発した｡

2.2 スパイラル型開発プロセス

スパイラル型開発プロセスでは,プロトタイプを繰り

返し拡張しながらシステムを開発する3)｡システムの動

作や完成イメージを確認しながら開発を進めるため,仕

様の不完全さや実装上の問題を早期に発見できる｡

オブジェクト指向開発では,分析と設計で同じモデル

を使用する｡したがって,プロトタイピングを繰り返し

ながら開発するスパイラル型開発プロセスに適している｡

オブジェクト指向開発を,スパイラル型開発プロセス

で実施すると,｢ステップ1+から｢ステップ4+を何回

か繰り返す｡このとき,何回繰り返せばよいのか,どの

時点で終了すればよいのか,その判断基準の明確化が必

要である｡そこで,ステージという考え方を導入し,進

捗(ちょく)管理を考慮した開発プロセスを開発した｡

2.3 再利 用

オブジェクト指向開発では,すでに開発されたオブジ

ェクトを再利用することにより,新規開発部分が少なく

て済み,信頼性の高いシステムを短期間で開発すること

が可能となる｡再利用可能なオブジェクト部品を集めた

ものをクラスライフ小ラリと呼ぶ｡

再利用による効果をあげるためには,クラスライブラ

リの整備が不可欠であり,クラスライブラリを精練,利

用するための手順も必要である｡
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3.】日立オブジェクト指向開発標準手順の構成

クラスライブラリの開発では,高度なモデリングの技

術が要求される｡一方,アプリケーションの開発では,

クラスライブラリの利用技術が要求される｡これらの技

術は性質を異にするものである｡日立オブジェクト指向

開発標準手順では,開発者の役割を三種類に分類し,お

のおのの役割に応じた標準手順を提供する(図2参照)｡

(1)クラスデベロッパ

クラスライブラリの開発･精練を担当するモデリング

のスペシャリストである｡すでに開発されたアプリケー

ションからクラスを抽出し,精練する｡

(2)アプリケーションカスタマイザ

クラスライブラリを対象業務に通するようにカスタマ

イズして,業務アプリケーションを開発する｡

(3)プロジェクト管理者

開発プロジェクトの計画や見積もりをたて,プロジェ

クトの進捗管理を行う｡

クラスデベロッパとア70リケーションカスタマイザが

協力することで,クラスライブラリの整備と再利用が促

進される(図3参照)｡

3.2 要求仕様定義ガイドライン

多くのオブジェクト指向方法論が対象としてし-る開発

プロセスは,システムに関する記述がすでに存在している

ところから始まっている｡しかし,システムに関する記

述を獲得すること,つまり要求仕様を定義することが不

十分であれば,分析が不十分になることは明らかである｡

クラスデベロッパとアプリケーションカスタマイザ向

役割 開発工程

定義･舟木

アプリケーション

カスタマイザ

クラスデベロッパ

プロジェクト管理者

アプリケーションカスタマイザ向け

標準手順

クラスデベロッパ向け

標準手順

開発環境別

設計･実装手順

プロジェクト管理手順

図2 オブジ工クト指向開発標準手順の構成

実際にクラスライブラリを再利用して開発を行うアプリケーシ

ョンカスタマイザと,既存のオブジェクトを精練して再利用可能な

部品を開発するクラスデベロッパのそれぞれの手順,およびプロジ

ェクト管‡里用の手順を提供する｡

け標準手順は,要求仕様定義を開発プロセスの対象に含

め,要求仕様定義から分析への移行手順を明確に規定し

ている｡これにより,要求仕様定義から分析へ展開する

際の漏れが減少し,分析で明らかになった仕様を要求仕

様定義へ反映することが容易となる｡

3.3 オブジェクト抽出ガイドライン

多くのオブジェクト指向開発方法論では,システムに

関する記述から,名詞を抜き出すなどの方法が提示され

ている｡しかし,それらはオブジェクトの候補を多数生

成するだけであり,適切なオブジェクトを決定すること

はできない｡また,それらの方法はモデルごとに規定さ

れているが,モデル間の関係に関する規定はあいまいで

あると考える｡

そのため,クラスデベロッパとアプリケーションカス

タマイザ向け標準手順では,分析や設計で多数のオブジ

ェクト候補から適切なものを絞F)込む方法を開発した｡

つまり,オブジェクトの識別,オブジェクトの詳細化,

およびオブジェクト間の関連づけという三つの観点を導

入し,各観点ごとに,特定の着目点,不要なオブジェク

トの排除基準,オブジェクト抽出漏れのチェック基準を

設けた｡各観点は,モデル横断的なものとした｡これに

より,オブジェクトの抽出が効果的に行える｡

3.4 マルチコンポーネントアーキテクチャ

オブジェクト分析での落とし穴は,担当者が自分のわ

かっている範囲だけに注力してしまう(時には,わかっ

ているところだけオブジェクトの実装方式まで考えてし

まう)ことにより,分析が全体としてバランスよく行われ

ないという点にあると考える｡

そのため,クラステベロッパとアプリケーションカス

●

ニ羊二
クラスライブラり

王i/
アプリケーショ ン

カスタマイザ

芯｢-､

クラスデベロツパ

クラス抽出･精練

アプリケーション

図3 再利用を促進する一役割分担

クラスデベロッパとアプリケーションカスタマイザの連携によ

り,品質の良いクラスを部品として再利用することが可能になる｡
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図4 マルチコンポーネントアーキテクチャ

マルチコンポーネントアーキテクチャでは,システムを業務領

域,ユーザーインタフェース,プロセス管理,データ管理の四つの

コンポーネントで構成する｡

タマイザ向け標準手順で,マルチコンポーネントの概

念4)を導入した｡この概念では,システムは業務領域,ユ

ーザーインタフェース,データ管理,およびプロセス管

理の四つのコンポーネントで構成する(図4参月日)｡分析

では業務領域コンポーネントだけを検討対象とする｡設

計では,分析の結果である業務領域コンポーネントに対

し他の3コンポーネントを組み合わせる｡これら3コン

ポーネントは実装方式に対応づけられるものである｡こ

れにより,分析と設計の明確化を図ることが可能となる｡

3.5 3ステージによるスパイラル型開発プロセス

日立オブジェクト指向開発標準手順では,仕様明確化,

基本仕様実現,システム完成という三つの目的に対応さ

せた3ステージで構成するスパイラル型開発プロセスを

開発した(図5参照)｡仕様明確化ステージでは,顧客要

求の早期確定を目的とし,ビジネスプロセスをモデル化

し,業務仕様を明確にする｡基本仕様実現ステージでは,

システムの骨格部分の実現を目的とし,開発上の不確定

要因をプロトタイピングによって明らかにしていく｡シ

ステム完成ステージでは,システムの骨格部分に対して

仕様明確化ステージ

システム仕様の早期確定

◇
基本仕様の実現,不確定要因の排除

基本仕様実現ステージ

◇
システム完成ステージ

システムの仕上げ

図5 三つのステージによるスパイラル型開発

オブジェクト指向開発標準手順では,目的別に三つのステージを

設定し,スパイラル型開発プロセスを効率よく実施する｡

すべての機能を作り込む｡各ステージでは,｢ステップ

1+から｢ステップ4+までを目的水準に達するまで繰

r)返す｡

このステージ化により,不要な検討を防ぎ,プロジェ

クト全体の管理を円滑に進めることができる｡

巴 おわりに

ここでは,口立オブジェクト指向開発標準手順の特徴

について述べた｡この特集では,具体的なオブジェクト

指向の開発事例を紹介している｡それらは,オブジェク

ト指向開発標準手順を適用している｡

また,従来提供してきたシステム開発方法論HIPACE

(HitachiHigh-Pace)では,この標準手順を1コンポー

ネントと位置づけ,ユーザーニーズや開発目的に応じて

適切な開発方法を選択することを可能にしている｡

今後も,実際の開発時のデータを蓄積し,見積もF)精

度の向上,クラスライブラリの充実をさらに進め,高品

質なシステムをよF)確実に開発できる技術を提供してい

く考えである｡
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